
(1)　No.0004 (6版) 「ひろしま・ブルガリア協会」 ニュース 　　　　　　2006年3月15日（水）

ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ-ＢＵＬＧＡＲＩＡ　ＡＳＳＯＣＩＡＴＩＯＮ

ばらとヨーグルトと世界遺産を有する東欧の国

　　　

―
第
５
回

｢

理
事
・
幹
事
会

」
で
検
討
し
決
定
―

神様がくれた国･ブルガリア
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ブ
ル
ガ
リ
ア
　

「
ば
ら
の
女
王

」

第３０回・FF

　
ひ
ろ
し
ま
・
ブ
ル
ガ
リ

ア
協
会
は
５
月
1
日

（
月

）
か
ら
１
５
日

（
月

）
ま
で

、
ブ
ル
ガ
リ

ア
か
ら

「
ば
ら
の
女
王

」

と
日
本
語
弁
論
大
会
優
勝

者
を
招
へ
い
す
る
計
画
を

進
め
て
い
ま
す

（
関
連
４

面

）
。

　
こ
の
間
５
月
３
日

(

水

招
へ
い
に
温
か
い
　
ご
支
援
を

支援金振込先：郵便振込 ０１３４０－５－８３９２４
「 ひ ろ し ま ・ ブ ル ガ リ ア 協 会 」 宛

「
総
会

」
を
広
島
市
留
学
生
会
館
で
開
催

４
月
8
日セ

ン
ド
フ
大
使
ら
と
再
会
し

、
友
好
の
絆
を
太
く

ェ
ス
ト
・
セ
ン
ド

フ
全
権
大
使
を
迎

え
て
の

「
中
村
秀

美
会
長
叙
勲
祝
賀

会

」
「
大
関
・
琴

欧
州
関
を
励
ま
す

会

」
な
ど
に

、
当

協
会
か
ら
藤
田
洋

ブルガリアに住んで３年半、観劇、オペラ鑑賞、山歩きなど楽しいことが多い

文
化
広
報
担
当

書
記
官

　
山
岸
あ
お
い

 
ひ
ろ
し
ま
・
ブ
ル
ガ
リ

ア
協
会
の
皆
様

、
初
め
ま

し
て

。

 
私
は
２
０
０
２
年
夏
に

ブ
ル
ガ
リ
ア
に
赴
任
し

、

そ
れ
か
ら
２
年
間
ソ
フ
ィ

ア
大
学
で
ブ
ル
ガ
リ
ア
語

を
集
中
的
に
勉
強
し
た
後

に

、
０
４
年
夏
よ
り
在
ブ

ル
ガ
リ
ア
日
本
大
使
館
で

文
化
広
報
担
当
官
と
し
て

勤
務
し
始
め
ま
し
た

。

特別寄稿 在
ブ
ル
ガ
リ
ア
日
本
国
大
使
館

三
副
代

表

理

事

、

今

村

功

常

任

理

　
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
暮
ら
し

始
め
て
か
ら
既
に
３
年
半

以
上
が
経

っ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
が

、
そ
の
間

、
こ

こ
に
暮
ら
し
て
初
め
て
覚

え
た
こ
と

、
そ
の
素
晴
ら

し
さ
を
再
発
見
し
た
こ
と

が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す

。

　
観
劇

、
ク
ラ
シ

ッ
ク
音

楽
・
オ
ペ
ラ
鑑
賞

、
山
歩

き
の
楽
し
さ

、
四
季
の
野

菜
を
楽
し
む
こ
と

、
人
を

も
て
な
す
心

、
伝
統
・
習

慣
を
大
切
に
す
る
こ
と

、

等
々

、
全
て
こ
の
国
で
教

わ

っ
た
こ
と
で
す

。

　
　

（
以
下

、
２
面
へ

）

ァ
ン
が
集
ま
り
ま
し
た

。
当
協
会

か
ら
も
梶
田
祐
子
さ
ん
や
藤
田
美

智
子
さ
ん
ら
５
人
が
友
情
参
加
し

琴
欧
州
関
や
ク
ル
モ
ア
さ
ん
ら
と

親
し
く
交
流
し
ま
し
た

。

　また、招待、歓迎のための団体・企業からの　ご

支援やカンパをお願いしています。新しく自由主

義の国になったブルガリアへの国際交流と貢献の

ために　お力をお貸しください。

　ご支援やカンパについては、事務局に連絡して

いただくか、下記口座に振り込んでいただければ

幸甚です。宜しくお願いいたします。

若いスタッフのアイデアを企画に

協力団体や企業も募集しています
当
協
会
か
ら
も
友
情
参
加

「大関・琴欧州関を励ます会」　
２
月
４
日
に

、
福
山
市
で
ブ
ル

ガ
リ
ア
出
身
の

「
琴
欧
州
関
を
励

ま
す
会

」
（
主
催
・
福
山
ブ
ル
ガ

リ
ア
協
会

）
が
開
か
れ
ま
し
た

。

センドフ大使、荻野外務省事務官と藤田（左）、渡辺（右）
氏

　
こ
れ
に
は

、
約
２
０
０
人
の

れ
る
第
３
０
回
ひ
ろ
し
ま

フ
ラ
ワ
ー

フ

ェ
ス
テ
ィ
バ

ル

（
F
F

）
に
も
参
加
す

る
予
定
で
す

。

　
な
お
女
王
ら
の
歓
迎
交

流
事
業
は

、
若
い
人
た
ち

や
女
性
の
ア
イ
デ
ア
を
結

集
し
て
進
め
た
い
と
思

っ

て
い
ま
す

。

　
そ
こ
で

、
若
い
比
と
を

は
じ
め

、
協
力
者
・
団
体

を
募
集
し
て
い
ま
す

。
ご

協
力
者
や
ご
賛
同
者
は

、

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い

　
新
し
い
年
が
明
け

早
く
も
春
３
月

。
草

木
が
芽
吹
き
生
命
が

躍
動
す
る
季
節
を
迎

え
ま
し
た

。

　
こ
の
中
で

ひ
ろ
し
ま
・

ブ
ル
ガ
リ
ア

協
会
は
今
年

１
月
１
４
日

の
４
役
会
を

皮
切
り
に
第

４

、
５
回
理

事
・
幹
事
会

や
２
回
の
ブ

ル
ガ
リ
ア
理

解
講
座
な
ど
を
開
い

て
き
ま
し
た

。

　
さ
ら
に
２
月
に
は

は
駐
日
ブ
ル
ガ
リ
ア

中
村
会
長
夫
妻
と
元
ミ

ス
ば
ら
の
柴
野
さ
ん

－200人のファンが参加－
「早く横綱に」と温かく声援

大
使
館
の
ブ
ラ
ゴ

事
･
事
務
局
長

、

渡
辺
好
造
理
事
ら

が
友
情
参
加
し

、

友
好
の
輪
を
一
段

と
広
め
ま
し
た

。

　
ま
た

、
２
月
２

５
日

（
土

）
の
第

５
回
理
事
・
幹
事

会
で
は
４
月
８
日

（
土

）
の
総
会

、

５
月
１
日

（
月

）

か
ら
の

、
ば
ら
の

女
王
招
へ
い

、
５

月
３
１
日

（
水

）

か
ら
の
第
１
次
・

草
の
根
・
広
島
・

ブ
ル
ガ
リ
ア
市
民

交
流
と
協
力
事
業

訪
問
団
の
派
遣
な

ど
の
日
程
を
決
め

ま
し
た

。

）
〜

５
日

（
金

）
に
開
か
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みんなで歓迎しよう！！　「ばらの女王」と日本語弁論大会優勝

広島とブルガリアの文化交流と友情を深めて

　
　松島千子、香川敬三、大嶋登、久繁礼子、大門洋三、佐々木愛子、大藤千恵子、木村一江、水上由里　（敬称略）

理　事　米山　榮子　(主　婦)

お気軽にご予約ください。全車小型です。

中国タクシー株式会社 ℡　０１２０－８８７０４０

 
わ
が
協
会
も
2
年
目
に
入
り
会
員
も
7
0
人
近
く
に
な
り
ま
し

た

。
こ
れ
か
ら
は

、
会
員
同
士
が
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
で
き
る

「
憩
い
場

」
を
つ
く

っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す

。

「
ば
ら
の
女
王

」

の
招
へ
い
に
当
た

っ
て
は

、
普
段
着
の
交
流
で
熊
の
筆
な
ど
日
本
文

都
市
交
通
や
航
空
網
の
整
備

、
観
光
行
政
な
ど
で
学
術
交
流
を

バルカン半島で古い歴史を持ち、ベールに包まれ
ていた国、世界遺産が９つもある神秘的な国。さら

ば ら

販促の企画からパッケージの制作まで

斬新なアイデアを いかして地域を活性化

㈱中国Ｌ．Ｃ．Ｃ 広島市中区　０８２－２４１－５３１１

㈲　巴　紙　工広島市中区　０８２－２４１－７２６
４

新会員紹介

２００６年５月

問わず人々は
お芝居やコン
サ

に花屋さんがあり、一目でこの国の人達はきっと

感謝の気持ちや愛情を伝えるために、お互いに

花を贈りあう素敵な習慣を持っているのだと直感

しました。

　若い女性だけでなく、おじいさんやおばあさ

ん、体格の良い怖そうな男性などが、花束や一

輪のバラを手に持って街なかを歩いている微笑

ましい光景もよく見られます。

　また、ソフィアには映画館やクラブなどの娯楽

施設もたくさんあり、同じくらい大小の劇場やコン

サート・ホールもあります。日本では大変高価な

お芝居やクラシックコンサートのチケットが、ここ

ブルガリアでは学生にも手が届く程の金額で売

られていて、老若男女

特別寄稿 （1面からつづき）

　ブルガリアに
は、はっきりと
した四季があ
り、その季節
毎に旬の野菜
や果物が市場
に出回

その自然の中
での散歩を楽
しみます。(写
真はバルカン
山脈)。
　それから、町
のあちこち

に浸透しているここの生活を、とても文化的だと
感じています。
　ブルガリアの魅力を語り出したらきりがありませ
ん。「百聞は一見に如かず」です。ぜひ皆さんご
自身で、この国の素晴らしさを体験しにいらして
下さい。
2006年3月9日
在ブルガリア日本大使館

文化・広報担当書記官 山岸あおい

ります。青空市場に並ぶ色とりどりの野菜を見て
季節を感じるのは、室内のスーパーで輸入の果
物や野菜が年がら年中ある日本の都会での生
活になれていた私には、とても新鮮で楽しいこと
でした。
　また、ブルガリアの美しい山々も季節毎に衣替
えをするように色を変え、季節を問わず人々は

花という「明るい印象」のある国・ブルガリアに興味を持ち、もっと

知りたい、との思いが募っています。

　共鳴する皆さんとのコミュニケーションの場を協会の中につく

り、５月に招待する「ばらの女王」と日本語弁論大会優勝者を、

手づくりの交流で心から歓迎したい、と思います。皆様のご支援

を宜しくお願いいたします。

神秘の国からの女王たちを心から歓迎

献
で
き
れ
ば

、
と
思

っ
て
い
ま
す

。
さ
ら
に
剣
道
を
通
し
て
の
ス
ポ
ー

ツ
交
流

に
も
取
り
組
ん
で
み
た
い

、
と
考
え
て
い
ま
す

。

　
都
市
交
通
論
を
専
門
と
し
な
が
ら
現
在
は

、
航
空
や
空
港
問

題

、
関
連
し
て
観
光
問
題
な
ど
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
ま
す

。

そ
の
対
場
か
ら

、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
都
市
交
通
や
航
空
網
の
整
備
・

観
光
行
政
の
推
進
な
ど
で
学
術
交
流
を
行
い

、
双
方
の
発
展
に
貢

第５回講座は広島市立大の大庭助教授が
「バルカン半島における国際関係」で講演

好
評
博
し
た
第
１
期

「
理
解
講
座

」

理
　
事
　
本
多
　
み
と
り

(

主
　
婦

)

化
を
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

。
第
1
次
・
訪
問
団
で
は

、
ロ
ー

ズ
オ
イ
ル
の

作
り
か
た
な
ど
を
見
学
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す

。

第
４
回
講
座
は

「
世
界
遺
産

」
に
つ

い
て

、
浅
野
相
談
役
が
魅
力
を
語
る

　
第
4
回
ブ
ル

ガ
リ
ア
理
解
講

座
は
1
月
2
4

日
に
広
島
市
中

区
で

、

「
世
界

遺
産
と

ブ
ル
ガ
リ
ア

」
と
題
し

て
開
か
れ
ま
し
た

。

　
こ
れ
ま
で
5
回

、
ブ

ル
ガ
リ
ア
を
訪
問
し
た

こ
と
が
る
浅
野
洋
二
相

談
役
は

、
自
ら
の
体
験

を
紹
介
し
な
が
ら
同
国

の
魅
力
を

「
神
様
が
く

れ
た
国
ブ
ル
ガ
リ
ア

」

（
愛
育
社

）
の
本
を
使

い
な
が
ら
ト
ラ
キ
ア
墳

墓
な
ど
9
か
所
の
世
界

遺
産
に
つ
い
て
語
り
ま

し
た

。

済
化
移
行
や
２
０
０
７
年
1
月
の

Ｅ
Ｕ
加
盟
後
に
触
れ

、
Ｅ
Ｕ
と
ア

メ
リ
カ
の
両
睨
み
外
交
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
と
指
定
し

、
日
本

と
の
経
済
交
流
の
促
進
が
重
要
な

こ
と
を
強
調
し
ま
し
た

。

　
2
月
4
日
に
開
か
れ
た
第
5
回

「
ブ
ル
ガ
リ
ア
理
解
講
座

」
は

、

広
島
市
留
学
生
会
館
で

、
講
師
に

当
協
会
理
事
で
広
島
市
立
大
学
の

大
庭
千
恵
子
助
教
授
が

「
バ
ル
カ

ン
半
島
の
国

際

関

係

」
と

題

し

て
講
演
し
ま
し

た

。

　
こ
の
中
で
大

庭
女
史
は

、
ブ

ル
ガ
リ
ア
の
民

主
化
と
市
場
経

理
　
事
 
木
谷
　
直
俊

(

広
島
修
道
大
学
教
授
・
剣
道
教
士
７
段

)

会
員
同
士
の
心
が
通
う

「
憩
い
の
場

」
を
つ
く
り
た
い

トに足を運んで
います。こうした
舞台・音楽芸術
が人々の生活

楽しい旅プランを立てたい友は「たび館」に集合

広島市中区八丁掘   ０８２－２５１－１０００ひろでん中国新聞旅行
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さらに国際貢献、平和交流などを活発化
成功させようカザンラック市での「被爆写真展」

第
１
次
・

｢

ブ
ル
ガ
リ
ア
訪
問
団

」
を
派
遣

みんなが主役 各自の個性、特徴を発揮して、素晴らしい出会いと素敵な「国際貢献」を

　
日
本
で
は
余
り
情
報
が
な
い
未
知
の
国
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
へ
の

第
1
次
・
訪
問
団
に
参
加
す
る
予
定
で
す
が

、
ア
ジ
ア
と
欧
州

の
文
化
が
共
存
す
る
国
の
魅
力
に
接
し
て
き
た
い

、
と
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す

。

理
　

事
　

福
本
　
尚
子
（
リ
リ
ー

・
カ
ル
チ
ャ
ー

サ
ロ
ン
主
宰

）

未
知
の
国
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
魅
力
を
も

っ
と
知
り
た
い

　
協
会
を
設
立
し
て
2
年
間
に
入
り
今
年
度
は

、

「
ば
ら
の
女

王

」
の
招
へ
い
や
第
１
次
・
訪
問
団
の
派
遣
な
ど
が
見
白
押
し
で

す
が

、
全
て
を
成
功
さ
せ
て
い
き
た
い

、
と
決
意
し
て
い
ま
す

。

そ
し
て
協
会
員
の
方
々
と
協
力
し
な
が
ら

、
地
道
な
活
動
を
進
め

理
　
事
　
松
尾
　
健
司
（
団
体
職
員

）

ば
ら
の
女
王
招
待
に
向
け
て
全
力

、
ブ
ル
ガ
リ
ア
訪
問
も

方にブルガリアについて関心を持って頂けたらと思っています。私もブル
ガリアのことをもっと勉強して、その歴史や文化、自然などの魅力を知って
いきたいと今、努力しています。また、女王に広島を楽しんでもらうため
に、皆さんと協力して、工夫を凝らした心からのおもてなしができたら、と
思います。

幹　　　事
事務局員

久繁　礼子（法律事務所事務員）

全員参画の精神で各イベントの成功を

が、そんな単純な歴史でなく、500年間もオスマン・トルコの支配下にあった
ようです。ブルガリアとの市民レベルの交流を通じてトルコそしてヨーロッパ
への理解を深めていきたい、と思っています。当面は、５月の「ばらの女
王」と日本語弁論大会優勝者の招へいが成功するように努力したい、と決
意しています。

理　　　　事
事務局次長

坂本　光裕　(自治体職員）

東欧の国と市民レベルの交流を進めたい

ブ
ル
ガ
リ
ア
探
訪
③

9
か
所
の
自
然
・
文

化
世
界
遺
産
を
持
つ

　バルカン半島に位置するブルガリアは、日本の３分の１という小さな

国土です。その国土は、豊富な自然に恵まれているとともに、同半島

の文化の発祥地として、さらにアジアとヨーロッパ文明の接触地域と

なってきた。これらの好条件の中で、９か所の自然・文化世界遺産を

残すという宝を残してきたのです。

　「自然遺産」は①スレバルナ自然保護区②ピリン国立公園の２か

所。「文化遺産」は③ボヤナ教会④マダラ騎士像⑤カザンラックのトラ

キア人墓地　⑥イヴァノヴォの岩窟教会⑦リラの僧院⑧古代都市ネ

セバル⑨スヴェシュタリのトラキア人墓地の７か所です。（地図参照）

2500ｍ級の山が連なる山地
ピリン国立公園は、標高

２００６年８月１日～31日

ばらの花びらの山
「マミア」12月号から

大
統
領
府
や
大
学
な
ど
を
表
敬
訪
問

　5月31日～
　　　　　6月9日

寺
田
団
長
１
０
人
が
カ
ザ
ン
ラ

ッ
ク
市
も

　
当
協
会
は
５
月
３
日
〜

広
島
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
市
民

交
流
と
協
力
訪
問
団

（
広

島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー

協

賛

）
を
派
遣
す
る

こ
と
に
決
定

。

　
今
回
の
訪
問
の

目
的
は

、
①
経
済
・
学

術
・
教
育
・
留
学
な
ど
に

つ
い
て

、
広
島
が
ど
の
よ

う
に
貢
献
で
き
る
か
を
調

査
②
８
月
に
実
施
が
決
定

し
た
カ
ザ
ン
ラ

ッ
ク
市
で

の
被
爆
写
真
展
用
の
資
材

贈
呈
③
日
本
語
教
師
の
派

遣
④
市
民
と
の
交
流
―
―

な
ど
で
す

。

　
こ
れ
ら
の
目
的
を
果
た

す
た
め
に

、
訪
問
団
は
大

　
各
地
で
市
民
と
の
交
流

企
画
を
立
て
て
い
ま
す

。

　
な
お

、
訪
問
団
メ
ン

バ
ー

は
次
の
通
り

。

団
　
長
　
寺
田
満
和

団
長
代
行
今
村
功

副
団
長
　
福
本
尚
子

事
務
長
　
本
多
み
と
り

団
　
員
　
山
尾
ひ
と
み

団
　
員
　
佐
藤
佳
代
子

団
　
員
　
坂
井
紗
織

団
　
員
　
今
村
悦
子

団
　
員
　
木
村
一
江

団
　
員
　
水
上
由
里

ブルガリアといえば、東側諸国の一国としてだけで捉えがち

て
行
き
た
い

。
さ
ら
に
私
も
近
い
う
ち
に
自
然
と
歴
史
あ
ふ
れ
る
魅
力
の
ブ
ル

ガ
リ
ア
を
訪
問
し
た
い

、
と
思

っ
て
い
ま
す

。

スレバルナ自然保護区
は 、ペ リ カ ンの繁殖地

①

②

③

⑧

④

⑥

⑤

⑨

⑦

５月に「ばらの女王」を広島に招へいする機会にもっと多くの

　古の神の住まいとされたヴィクレン山を

はじめ、標高２５００ｍを超える切り立った

山が６０近くも連なる山岳地帯で、広葉樹

林と寒帯落葉樹が林立し、四季折々の美

しい姿を見せてくれます。麓の村には、ブ

ドウ畑が広がり、ワインの名産地になって

おり、訪れる人も多いところです。

このうち自然遺産の①スレバルナ自然保護

区は、ブルガリア北側の国・ルーマニアと

の国境となっているドナウ川の下流沿いに

あります。この自然保護区は、ドナウ川から

流れ込んだ水でできた湖と湿地帯からな

り、ニシハイイロペリカンの繁殖地になって

います。

　一時は、川からの流入水が少なくなり湖と

ペリカンの繁殖地が荒廃していましたが、

当協会員の浜部直樹さんらのJICAプロ

ジェクトの活躍で、自然環境が回復し今で

はペリカンが安心して子育てができる繁殖

地になっています。

＜1＞

　
ま
た

、
大
学
や
高
等
学
校
の
訪
問
の
際
に
は

、
詩
吟
な
ど
日
本
の
文
化
を

少
し
で
も
紹
介
し
た
い

、
と
思

っ
て
い
ま
す

。

統
領
府
や
カ
ザ
ン
ラ

ッ
ク

市

、
ヴ

ェ
リ
コ
・
タ
ル
ノ

ヴ
ォ
大
学

、
ソ
フ
ィ
ア
第

６

月

９

日

ま

で

の

日

程

で

、
第
1
次
・
草
の
根
・

１
８
総
合
学
校

、
在
ブ
ル

ガ
リ
ア
日
本
大
使
館

、
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
ブ
ル
ガ
リ
ア
事
務

所
な
ど
を
表
敬
訪
問
し

、

色
々
な
角
度
か
ら
国
際
貢

献
に
つ
い
て
意
見
交
換
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

。

　
コ
ー

ス
は
①
首
都
・
ソ

フ
ィ
ア

（
日
本
大
使
館

、

J
I
C
A
事
務
所
の
表
敬

訪
問

）
↓

②
ヴ

ェ
リ
コ
・

タ
ル
ノ
ヴ
ォ
市
↓

③
カ
ザ

ン
ラ

ッ
ク

（
市
庁
舎
の
表

敬
訪
問

）
↓

④
プ
ロ
ヴ

デ
ィ
フ
市
↓

⑤
リ
ラ
の
僧

院

（
世
界
遺
産
の
保
存
条

状
況
を
調
査

）
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編集後記
　
鴬
の
さ
え
ず
り
を
聞

き
な
が
ら
目
が
覚
め
、

梅
の
花
を
見
な
が
ら
春

本
番
を
迎
え
ま
し
た
▼

通
算
第
4
号
の
今
回
は

福
山
ブ
ル
ガ
リ
ア
協
会

の
中
村
秀
美
会
長
叙
勲

祝
賀
会
や
大
関
・
琴
欧

州
関
を
励
ま
す
会
（

同

　　　　　　　　　 会　長：海生 直人:広島修道大学教授　   　　　代表理事：佐々木 典明・㈱中国放送顧問
　　　　　　　　　　副代表理事：藤田 洋三・日本ブレスト総務部長 常任理事・事務局長：今村　功ＨＩＥＳ代表
「協会」役員

お薬から訪問介護、デイサービスまでお任せを

訪問介護、福祉用具貸与、デイサービス寺小屋チャオ、ひとみ薬局

（有）ヤマオコーポレーション

広島市南区翠　０８２－２５０－９８０５

カザンラック市の出身。２００５年に高校
を

東欧国・ブルガリアの「ばらの
女王」

　

広
島
　
招
へ
い
の
成
功
に
　
皆
さ
ま
の
真
心
を

☆黒海に面し、ギリシャとトルコの北に位置する東欧の国

☆ローズ・オイルとヨーグルトとワインが特産品

☆トラキア遺跡やリラの僧院など世界遺産は９か所

☆ 面積は日本の３分の１。人口は８００万人
　長い間、ソ連･共産主義圏に属していたため経済開発が

遅れており、貨幣価値は日本の８分～１０分の１程度の発

展途上国です。大きなスポンサーを持たない市民レベル

ご支援金は、下記、振込みへ

　　　郵便振込　０１３４０－５－８３９２４　ひろしま・ブルガリア協会　宛に

「

ば
ら
の
女
王
」

イ
ヴ
ァ
ノ
ヴ
ァ
さ
ん

　
ひ
ろ
し
ま
・
ブ
ル
ガ

リ
ア
協
会

（
海
生
直
人

会
長
＝

広
島
修
道
大
学

教
授

）
は

、
５
月
1
日

〜

1
５
日
ま
で
ブ
ル
ガ

リ
ア
か
ら

「
ば
ら
の
女

王

」
と
日
本
語
弁
論
大

会
優
勝
者
を
招
待
す
る

計
画
を
進
め
て
い
ま

す

。
こ
の
間

、
３
日
〜

５
日
に
開
か
れ
る
第
３

０
回
・

「
ひ
ろ
し
ま
フ

ラ
ワ
ー

フ

ェ
ス
テ
ィ
バ

ル

」
に
も
参
加
す
る
予

定

。

　
広
島

、
呉

、
安
芸
高

田
な
ど
で
交
流
事
業
の

展
開
を
企
画
し
て
い
ま

す

。
当
協
会
は

、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
の

で

、
温
か
い
ご
支
援

、

ご
協
力
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す

。

　
3
月
3
1
日
現
在

、
ご
支
援
金
を

お
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
方
々
は

、
次

の
通
り
で
す

。
紙
面
を
お
借
り
し

て

、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。
目
標
ま
で

、

あ
と
少
し
で
す
の
で

、
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す

。

　
ば
ら
の
女
王
ら
招
へ
い
実
施
本
部

　

（
５
0
音
順

）
今
村
功
・
悦
子

、

太
田
武

、
小
野
寺
茂

、
海
生
直
人
・

郁
子

、
川
口
悦
子

、
杵
屋
六
東
茂

、

高
面
寿
子

、
坂
井
紗
織

、
酒
井
整
子

協
会
主
催

）
に
友
情
参
加
し
た

こ
と
や

、
ブ
ル
ガ
リ
ア
か
ら
招

く

、
ば
ら
の
女
王
に
関
す
る
記

事
を
特
集
し
ま
し
た
▼
在
ブ
ル

ガ
リ
ア
日
本
大
使
館
か
ら
の

「
特
別
寄
稿

」
に
は
第
１
次
・

訪
問
団
で
色
々
と
お
世
話
に

な

っ
て
い
る
山
岸
あ
お
い
書
記

官
か
ら

、
美
し
い
写
真
と
名
文

を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で

、
１

、
2
面
で
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
▼
さ
ら
に

、

２
面
で
第
4

、
5
回
の

「
ブ
ル

ガ
リ
ア
理
解
講
座

」
を
紹
介
し

ま
し
た

。
こ
れ
で

、
第
1
期
講

座
が
好
評
の
中
で
終
了
し
ま
し

た

。
担
当
講
師
や
準
備
を
し
て

い
た
だ
い
た
樋
口
英
子
・
会
計

理
事
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
▼

２

、
３
面
に
各
理
事
・
幹
事
の

方
か
ら
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
今

後
の
抱
負
を
載
せ
ま
し
た
が

、

皆
さ
ま
方
の
協
会
へ
の
思
い
入

れ
が

、
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ

っ
て

き
ま
す
▼
最
終
面
に
は
ば
ら
の

女
王
た
ち
の
招
へ
い
と

、
こ
れ

ま
で
に
心
温
ま
る
ご
支
援
金
を

寄
せ
て
い
た
だ
い
た
方
々
を
紹

介
し
ま
し
た

。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す

。
ブ
ル
ガ
リ

ア
か
ら
の
友
を
普
段
着
の
ま
ま

で
真
心
か
ら
の
お
も
て
な
し
を

す
る
た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

。

(

爽

)

新しい理事と幹事が紹介
―第５回・理事・幹事会

　
２
月
２
５
日
の
第

５
回
理
事
・
幹
事
会

で

、
新
し
い
理
事
と

幹
事
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た

。

　
理
　
事
　
坂
本
光
裕

　
　
　
　
　
米
山
栄
子

　
　
　
　
　
小
野
寺
茂

　
　
　
　
　
佐
々
木
愛
子

　
幹
　
事
　
久
繁
礼
子

事
務
局

　
局
次
長
　
坂
本
光
裕

　
同
局
員
　
久
繁
礼
子

協
会
ニ

ュ
ー

ス
編
集
室

　
編
集
室
長
　

今
村
　
功

　
同
室
次
長
　

坂
本
光
裕

　
編
集
室
員
　

久
繁
礼
子

子

、
松
尾
健
司

、
三
島
佳
代
子

、
武

藤
徳
男

、
矢
田
部
順
二

、
山
尾
ひ
と

み

、
米
山
榮
子

、

（
以
下
法
人

）
フ

ク
モ
ト
カ
ン
パ
ニ
ー

、
ヤ
マ
オ
コ
ー

ポ
レ
ー

シ

ョ
ン

、
中
国
タ
ク
シ
ー

株

式
会
社

女
性
た
ち
で
手
づ

く
り
の
贈
り
物
を

　
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
人
に
手

づ
く
り
の
贈
り
物
を
―

と

当
協
会
の
女
性
た
ち
は

、

広
島
を
訪
れ
る

、
ば
ら
の

女
王
や
日
本
語
弁
論
大
会

優
勝
者
あ
る
い
は
第
１

次
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
訪
問
団

の
お
土
産
と
し
て

、
手
づ

く
り
品
を
贈
ろ
う

、
と
計

画
し
て
い
ま
す

。

　
さ
ら
に
事
務
局
体

制
の
強
化
と
協
会

ニ

ュ
ー

ス
編
集
室
体

制
が
発
表
さ
れ
ま
し

た

。

　
新
理
事
と
幹
事
と

事
務
局
次
長

、
事
務

局
員

、
協
会
ニ

ュ
ー

ス
編
集
室
は
次
ぎ
の

通
り
で
す

（
敬
称

略

）
。

　
き
れ
い
な
布
の

、
お
手

玉

（
お
じ
ゃ
み

）
や
折
り

紙

、
人
形

、
手
提
げ
袋
な

ど

、
日
本
伝
統
の
も
の
が

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が

、

ご
協
力
者
は
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

協会ニュース編集室も拡充

の国際交流･貢献を目指す協会ですので、メンバーが渡航費

や宿泊費などを準備しなければいけません。そこで、皆さま

の温かいご支援、ご協力をお願いしています。

5月1日(月)～15日(月)。第３０回・フラワーフェスティバル＝3日(水)＝に

、
佐
々
木
和
子

、
佐
々
木
典
明

、
坂

本
光
裕

、
目
光
紀

、
佐
藤
佳
代
子

、

高
丸
晃

、
寺
田
満
和

、
冨
沢
佐
一

、

豊
田
純
爾

、
長
松
勇

、
浜
部
直
樹

、

久
繁
礼
子

、
福
本
尚
子

、
藤
田
洋
三

・
美
智
子

、
本
多
み
と
り

、
樋
口
英


